【01】2 年目のスタート by 田巻,松雄
1HANDS next
発行：「宇都宮大学 HANDS プロジェクト」研究チーム
※『HANDSnext』は2007年より発行された宇都宮大学特定重点推進研究グループ通信『HANDS』をリニューアルしたものです。
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HANDSプロジェクト2 年目のスタ トーである。
本プロジェクトの前身である重点推進研究から
ずっと意識してきたことは、外国につながる子ども
たちの教育環境の改善に向けて様々な関係者が話
し合い、問題解決に向けて合意形成を志向する「開
かれた空間」をどんどん作りたいという思いである。
この思いは、本プロジェクトを、外国につながる子ど
もたちの教育に取り組んでいる様々な関係者を「つ
なぐ」ための拠点としたいという思いと重なってい
る。
「多言語による高校進学ガイダンス」の開催は、
全県的な規模での初めての開催で、なによりも人
がどの程度集まるのか、どれほど有意義な情報を
提供できるのかなど、不安が大きかった。結果は
『HANDS next』でも報告してきたように期待以上
の盛況であったが、いくつかの課題も残った。他
地域で実施されている同様な試みについてもっと情
報を収集し、進学ガイダンスの充実を図るとともに、
この意義について多面的に考えていきたいと思う。
泉田スジンダ先生と「デック教室」（タイ人の子ど
もたちに勉強を教える教室）の学生たちとの出会
いから『中学教科単語帳』（日本語↔タイ語）が生
まれた。4月に関係者でささやかな刊行記念会を
行ったが、この刊行を支えた熱意とエネルギーを
改めて感じた。中学教科単語帳の刊行はHANDS
の当初の発想にはなかったものだったこともあり、
この出会いを大事にし、次への事業につなげたい。
昨年度最も印象的だったのが、2月に開催した
「外国人児童生徒・グローバル教育推進協議会」
での話し合いである。高校進学調査を準備中で、
関係者には事前に調査票（案）を送っておき、当
日、調査の方法や内容について協議することをお
願いしてあった。特に忙しい学期末の時期であった
し、調査を実施するとなれば学校関係者に負担を
かけることにもなるので、どのような反応が出てくる
のか、心配や不安が少なくなかったのである。とこ
ろが、参加者からは実に多くの建設的な意見をい
ただくことが出来た。なかには、調査票に対する
学校の先生方の意見を事前に確認してくれていた自
治体もあった。協議会が合意形成を志向する開か
れた空間としての性格を強めていることを感じさせ
てくれる瞬間であった。なお、この調査は、外国
につながる子ども（外国籍か日本語指導が必要とさ
れる子ども）が在籍する県内すべての中学校を対
象として、今年の 3月に卒業したかれらの進路状
況を調べることを目的とした調査である。3月末か
ら 4月上旬にかけて実施し、現在、調査結果を整
理中である。
さて、今年度からコーディネーターとして、酒見
廣志氏と船山千恵氏を新たに迎えた。2 年目の
HANDSプロジェクトに対して、関係者の皆様のよ
り一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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